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新
年
会 

１
．
新
年
会
の
概
要 

福
井
い
き
い
き
会
で
は
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
設
立
後
２
年

目
の
最
初
に
当
た
る
１
月
に
、
第
１
回

目
の
新
年
会
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、

３
年
目
の
１
月
に
第
２
回
、
４
年
目
１

月
に
第
３
回
の
新
年
会
を
実
施
し
た
。

参
加
者
の
数
は
、
第
１
回
目
は
33
名
、 

第
２
回
は
、
70
名
、
第
３
回
は
、
86
名

と
増
加
し
、
ウ
ェ
ル
ア
オ
ッ
サ
の
会
場

が
、
ほ
ぼ
満
員
に
な
っ
て
い
る
。 

第
１
回
目
は
、
福
井
県
の
杉
本
副
知

事
を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

カ
ラ
オ
ケ
と
、
全
国
老
人
福
祉
施
設
協

議
会
が
募
集
す
る
60
歳
か
ら
の
主
張

に
応
募
し
た
川
柳
の
中
か
ら
、
優
秀
句

を
選
ぶ
投
票
の
二
つ
が
主
だ
っ
た
。 

第
２
回
目
は
、
前
年
度
の
活
動
の
振

り
返
り
、
60
歳
か
ら
の
主
張
に
応
募
し

た
川
柳
の
中
か
ら
優
秀
句
を
選
ぶ
投
票
、

カ
ラ
オ
ケ
、
手
品
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

充
実
し
て
き
た
。 

第
３
回
目
は
、
大
森
県
会
議
員
を
来

賓
と
し
て
お
迎
え
し
ご
祝
辞
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
実
施
し
た
。
す
な
わ
ち
、

前
年
度
の
活
動
の
振
り
返
り
、
カ
ラ
オ

ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
さ
ら
に
は
、
サ
ー

ク
ル
活
動
ご
と
に
出
し
物
を
や
っ
て
い

た
だ
い
た
。 

 

２
．
新
年
会
の
詳
細 

第
１
回
新
年
会 

日
時
：
平
成
26
年
１
月
30
日(

木)  
 
 
 

 

 
11
：
30
～
15
：
00 

開
催
場
所
： 

ア
オ
ッ
サ
３
階 
ウ
エ
ル
ア
オ
ッ
サ 

今
回
は
、
発
足
１
年
の
記
念
と
会
員

相
互
の
懇
親
の
た
め
、
ウ
エ
ル
ア
オ
ッ

サ
を
宴
会
場
と
し
て
新
年
会
を
行
っ
た
。

出
席
は
新
入
の
２
人
を
含
め
て
33
人

で
、
平
林
さ
ん
の
司
会
の
も
と
、
ス
ピ

ー
チ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
、

景
品
の
く
じ
引
き
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。 

宴
会
の
冒
頭
、
福
井
会
長
か
ら
、「
仕
事

の
第
一
線
を
退
い
た
後
、
毎
日
何
も
す

る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
つ
ら
い
こ
と
は
な

い
。
福
井
い
き
い
き
会
は
、
６０
歳
以
上

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
話
し
、
ま
た
そ
れ
を
聞
い
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
。
そ
う
い
う

人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
筈
だ
と
思
っ

て
始
め
た
が
、
福
井
新
聞
の
プ
リ
ン
欄

の
案
内
を
み
て
参
加
さ
れ
る
方
が
続
い

て
お
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
楽
し
く
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

今
日
も
多
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。」
と

い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
。
次
い
で
寺
岡
顧

問
が
、
先
週
転
ん
で
怪
我
を
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、「
年
を
重
ね
る
と
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
躓
い
て
転
ぶ
こ
と
が
多
く
な

る
。
気
を
つ
け
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
を
さ
れ
た
。
そ
こ
へ
、
杉
本
達

治
副
知
事
が
忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
縫

っ
て
来
場
さ
れ
、「
長
寿
で
福
井
は
長
野

に
続
い
て
２
位
だ
が
、
こ
れ
か
ら
も
い

き
い
き
会
に
参
加
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発

散
し
、
医
者
に
か
か
ら
な
い
習
慣
を
身

に
付
け
て
長
生
き
し
て
ほ
し
い
。」
と
本

会
の
発
展
を
期
待
す
る
激
励
の
言
葉
を
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い
た
だ
い
た
。
そ
の
あ
と
副
知
事
を
囲

み
参
加
者
全
員
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。

宴
会
は
、
折
尾
理
事
の
乾
杯
の
発
声
で

始
ま
っ
た
。
飲
食
が
始
ま
る
中
、
カ
ラ

オ
ケ
の
伴
奏
を
お
願
い
し
た
福
井
安
全

運
転
管
理
者
協
議
会
連
合
会
勤
務
の
小

川
氏
の
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
の
独
奏
ジ
ュ

ピ
タ
ー
が
美
し
く
響
き
渡
っ
た
。 

新
年
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
念
入
り

に
計
画
か
つ
準
備
さ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
、

昨
年
６０
歳
か
ら
の
提
言
コ
ン
テ
ス
ト

に
応
募
し
た
川
柳
の
会
員
に
よ
る
優
秀

作
の
投
票
、
景
品
の
く
じ
引
き
な
ど
の

３
本
立
て
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
開
場

か
ら
宴
会
が
始
ま
る
ま
で
の
40
分
間

は
、
林
さ
ん
が
お
琴
の
演
奏
を
さ
れ
、

新
春
の
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

の
カ
ラ
オ
ケ
は
、
小
川
氏
の
伴
奏
の
も

と
、
折
尾
さ
ん
の
早
春
譜
を
皮
切
り
に
、

そ
れ
ぞ
れ
得
意
の
歌
全
22
曲
が
熱
唱

さ
れ
た
。
中
で
も
有
田
、
倉
内
さ
ん
ら

は
美
し
い
ド
レ
ス
と
歌
で
会
員
を
魅
了

し
、
プ
ロ
顔
ま
け
の
川
端
さ
ん
（
特
別

参
加
）
の
歌
で
前
半
の
12
曲
を
終
わ
っ

た
。
カ
ラ
オ
ケ
の
中
休
み
の
間
に
は
、

会
員
の
つ
く
っ
た
川
柳
85
句
の
う
ち

予
備
投
票
で
選
ば
れ
た
24
句
が
紹
介

さ
れ
、
会
員
の
選
ぶ
優
秀
作
品
の
最
終

投
票
が
行
わ
れ
た
。
後
半
の
10
曲
は
、

各
歌
い
手
の
２
曲
目
で
、
多
く
の
懐
か

し
い
歌
が
歌
わ
れ
、
最
後
は
、「
花
は
咲

く
」
を
全
員
で
歌
い
最
高
の
盛
り
上
が

り
の
う
ち
に
カ
ラ
オ
ケ
は
終
了
し
た
。 

川
柳
の
最
終
投
票
結
果
は
、
カ
ラ
オ
ケ

終
了
後
に
発
表
さ
れ
た
が
、
最
優
秀
賞

と
優
秀
賞
に
は
、
竹
内
さ
ん
、
前
田
さ

ん
、
石
田
さ
ん
、
松
島
さ
ん
の
句
が
選

ば
れ
た
。
最
後
は
、
全
員
が
く
じ
引
き

で
会
員
に
提
供
し
て
も
ら
っ
た
品
物

（
景
品
）
を
い
た
だ
い
た
。 

最
後
に
、
吉
岡
副
会
長
か
ら
お
礼
と
今

後
も
い
き
い
き
会
に
も
楽
し
く
参
加
し

ま
し
ょ
う
と
閉
会
の
挨
拶
が
あ
っ
て
、

新
年
会
は
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
し
た
。 
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第
２
回
新
年
会 

日
時
：
平
成

27

年
１
月

29

日(

木)  
 

13
：
00
～
16
：
00 

開
催
場
所
：
ア
オ
ッ
サ
３
階 

ウ
エ
ル

ア
オ
ッ
サ 

福
井
い
き
い
き
会
第
２
回
の
新
年
会

を
行
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
左
図
）
は
、

数
回
の
運
営
委
員
会
で
念
入
り
に
検
討

さ
れ
た
。
今
回
は
、
昨
年
も
行
っ
た
カ

ラ
オ
ケ
と
、
６０
歳
か
ら
の
主
張
に
応
募

し
た
川
柳
の
人
気
投
票
に
加
え
て
、
手

品
、
い
き
い
き
会
の
１
年
の
振
り
返
り

や
、
今
年
度
の
計
画
概
要
が
追
加
さ
れ
、

時
間
も
１
時
間
半
長
く
し
て
１１
時
半

か
ら
４
時
ま
で
の
新
年
会
で
あ
っ
た
。 

開
演
に
先
立
っ
て
、
参
加
者
が
集
ま

っ
て
く
る
中
、
林
さ
ん
ご
姉
妹
が
お
琴

を
30
分
以
上
も
演
奏
さ
れ
、
新
年
会
の

気
分
を
高
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
会
は
、

小
林
さ
ん
の
総
合
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

開
宴
は
、
福
井
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始

ま
り
、
顧
問
の
寺
岡
さ
ん
と
相
談
役
の

濵
田
さ
ん
の
挨
拶
が
続
い
た
。
会
長
は
、

「
一
生
懸
命
皆
さ
ん
の
お
世
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
で
、
で
き
る
だ
け
目
標

を
持
っ
て
、
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
、
寺
岡
顧
問
は
「
世
の

中
は
、
女
性
の
活
躍
が
な
い
と
う
ま
く

い
か
な
い
と
言
っ
て
き
た
が
、
こ
の
会

に
入
っ
て
か
ら
、
高
齢
者
の
活
躍
も
大

変
重
要
に
な
っ
て
き
た
」
と
、
ま
た
濵

田
相
談
役
は
、「
こ
の
会
に
入
っ
て
か
ら

い
き
い
き
と
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
後
は
、
３
つ
の
h
、
す
な
わ

ち
、
頭(h

e
a
d

)

を
使
い
、 

真
心(h

e
a
rt)

で
、
健
康
（h

e
a
lth

）
に
気
を
付
け
て

御
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
話
さ
れ
た
。 

 
 

 

次
い
で
、
70
名
の
参
加
者
の
記
念
撮

影
を
行
っ
た
。
担
当
の
竹
内
、
平
林
さ

ん
ら
が
、
短
時
間
に
大
勢
の
参
加
者
を

並
べ
、
心
配
し
て
い
た
記
念
撮
影
も
順

調
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
宴
会
の

開
始
に
あ
た
っ
て
、
唱
歌
「
年
の
初
め
」

を
全
員
で
合
唱
、
そ
し
て
折
尾
さ
ん
の

乾
杯
の
音
頭
で
宴
会
が
始
ま
っ
た
。
最

初
の
10
分
ほ
ど
は
、
小
林
さ
ん
の
選
曲

に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
曲
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し

て
会
場
に
流
し
た
。
次
い
で
、「
福
井
い

き
い
き
会
２
０
１
４
年
の
歩
み
」
と
題

し
て
、
吉
岡
副
会
長
が
20
分
ほ
ど
、
昨

年
の
新
年
会
か
ら
12
月
ま
で
の
活
動

記
録
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
振
り
返
っ
た
。
内

容
は
、
い
き
い
き
会
の
参
加
者
数
の
推

移
、
昨
年
の
新
年
会
の
様
子
、
毎
月
の

例
会
の
講
演
テ
ー
マ
と
内
容
の
一
口
紹

介
、
運
営
委
員
会
の
発
足
と
会
則
の
制

定
、
旅
行
会
、
新
聞
記
事
、
補
助
金
の

申
請
状
況
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
開
始
と

実
施
内
容
、
一
昨
年
６０
歳
か
ら
の
主
張

へ
応
募
し
た
エ
ッ
セ
イ
と
川
柳
の
う
ち
、

川
柳
の
２
句
が
宝
島
社
の
単
行
本
「
還

暦
川
柳
」
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
、
昨
年

末
に
応
募
し
た
川
柳
の
一
句
も
今
年
発

行
の
「
還
暦
川
柳
」
に
掲
載
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。 

 

次
は
、
昨
年
末
に
応
募
し
た
川
柳
の

い
き
い
き
会
の
中
で
の
予
備
人
気
投
票

の
結
果
選
ば
れ
た
句
の
紹
介
と
、
最
終

人
気
投
票
を
行
っ
た
。
投
票
の
後
は
、

今
年
初
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ

た
手
品
の
披
露
で
、
向
川
さ
ん
の
ご
夫

人
の
グ
ル
ー
プ
の
方
が
演
じ
て
く
だ
さ

っ
た
。
見
事
な
手
さ
ば
き
の
手
品
で
会

場
を
沸
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
休
憩
時

間
に
は
、
川
柳
の
投
票
結
果
を
濵
本
さ
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ん
、
福
岡
さ
ん
ら
が
集
計
し
て
く
だ
さ

っ
た
。 

休
憩
後
の
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
は
、
折

尾
さ
ん
の
司
会
で
、
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク

ル
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
会
員

の
有
志
を
含
め
て
24
人
が
、
小
川
さ
ん

の
サ
キ
ソ
ホ
ー
ン
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に

歌
い
、
会
場
の
参
加
者
も
ス
ク
リ
ー
ン

に
投
影
さ
れ
た
歌
詞
を
見
て
一
緒
に
口

ず
さ
ん
だ
。
最
後
は
、「
花
は
咲
く
」
を

全
員
で
歌
い
、
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
を
終

了
し
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
の
後
は
、
前
半
で
投
票
し

た
川
柳
に
人
気
投
票
の
結
果
を
発
表
し

た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
竹
内
さ
ん
の
句

「
朝
刊
は 

ま
ず
お
悔
み
欄
と 

運
勢

欄
」
が
、
優
秀
賞
に
は
、
濵
田
相
談
役
、

村
瀬
さ
ん
、
福
井
会
長
の
３
句
が
選
ば

れ
た
。
竹
内
さ
ん
は
、
昨
年
と
２
年
続

き
の
最
優
秀
賞
受
賞
で
あ
っ
た
。
川
柳

の
人
気
投
票
の
後
は
、
再
び
吉
岡
副
会

長
が
、「
今
年
度
の
行
事
計
画
概
要
」
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
で
紹
介
し
た
。

会
員
の
作
品
展
示
会
、
新
た
な
サ
ー
ク

ル
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
小
旅
行
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
（
で
き
れ
ば
）
、
な

ど
を
行
い
た
い
と
話
し
た
。 

景
品
抽
選
会
は
、
入
場
券
の
半
券
を

抽
選
箱
の
中
か
ら
選
ん
で
、
当
選
し
た

人
か
ら
景
品
台
の
上
に
並
べ
ら
れ
た
景

品
（
運
営
委
員
会
の
委
員
各
位
が
消
耗

品
を
包
装
し
て
提
供
）
を
自
由
に
選
ん

で
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
最
後
は
、
昨
年
制
定
し
た
福
井

い
き
い
き
会
の
歌
を
合
唱
し
、
吉
岡
副

会
長
が
お
礼
の
挨
拶
を
し
て
、
ほ
ぼ
予

定
通
り
の
時
間
に
お
開
き
に
な
っ
た
。 

新
年
会
の
準
備
、
当
日
の
担
当
役
割

に
労
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
運
営
委
員

会
の
方
々
、
演
奏
し
て
い
た
だ
い
た
小

川
氏
、
手
品
の
井
上
さ
ん
、
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
い
た
川
端
さ
ん
、
ウ
ェ
ル

ア
オ
ッ
サ
の
担
当
の
方
々
に
、
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。 

 

第
３
回 

日
時
：
平
成

28

年
１
月

28

日(

木)  
 

10
：
30
～
16
：
30 

開
催
場
所
： 

ア
オ
ッ
サ
３
階 

ウ
エ
ル
ア
オ
ッ
サ 

参
加
者
：
86
名 

福
井
い
き
い
き
会
第
３
回
の
新
年
会

を
行
っ
た
。
昨
年
４
月
に
は
、
念
願
だ

っ
た
活
動
拠
点
と
し
て
福
井
い
き
い
き

会
駅
前
よ
ろ
ず
茶
屋
を
開
設
で
き
、
一

気
に
サ
ー
ク
ル
活
動
を
増
や
し
て
活
発

な
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
会
の
登
録
者

数
が
２
０
０
名
を
超
え
る
規
模
に
成
長

し
た
。 

今
回
の
新
年
会
は
、
昨
年
よ
り
１
時

間
延
長
し
盛
り
沢
山
の
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
と
で
実
施
し
た
。

開
会
の
先
立
ち
、
昨
年
を
大
幅
に
超
え

る
86
名
の
参
加
者
全
員
の
記
念
写
真

を
撮
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
前
半
は
安

本
さ
ん
が
司
会
さ
れ
た
。
ま
ず
、
濵
田

さ
ん
が
開
会
を
宣
言
、
福
井
会
長
が
開

会
の
挨
拶
を
さ
れ
た
後
、
来
賓
と
し
て

お
招
き
し
た
大
森
県
議
と
、
福
井
県
と

福
井
市
の
長
寿
福
祉
課
の
代
表
者
（
有

賀
さ
ん
と
塚
谷
さ
ん
）
に
激
励
の
お
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。
次
い
で
宴
会
に
先

立
っ
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
総
会
で
、

「
２
０
１
５
年
の
福
井
い
き
い
き
い
き

会
の
活
動
を
振
り
返
る
」
と
題
し
た
活

動
報
告
と
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
。 

宴
会
は
、
11
時
45
分
か
ら
正
月
気
分

を
漂
わ
せ
る
林
さ
ん
の
お
琴
の
演
奏
か

ら
始
ま
っ
た
。
次
い
で
折
尾
さ
ん
の
音

頭
で
乾
杯
を
し
た
後
、
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
飲
食
タ
イ
ム
に
入
っ
た
。
今
回
は

食
事
タ
イ
ム
中
の
懇
談
を
重
視
し
、
食

事
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
頃
の
12
時
半
か

ら
余
興
を
始
め
た
。
皮
切
り
は
、
小
林

さ
ん
の
音
頭
に
よ
る
「
一
月
一
日
の
歌
」

と
「
富
士
の
山
」
の
２
曲
の
斉
唱
で
あ

っ
た
。
次
い
で
、
井
上
さ
ん
の
司
会
で
、

カ
ラ
オ
ケ
第
１
部
を
、
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
使
っ
て
開
始
し
た
。

歌
い
手
は
、
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
メ

ン
バ
ー
の
ほ
か
、
う
た
好
き
の
会
員
12

人
で
、
司
会
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
い
手

と
選
曲
の
理
由
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

う
え
で
得
意
の
歌
を
熱
唱
さ
れ
た
。 

１
時
30
分
ご
ろ
に
は
第
一
部
を
終

了
。
10
分
程
度
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
主
要
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
第
２
部
が
行
わ
れ
た
。

カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
の
後
は
、
司
会
が
片

山
さ
ん
に
か
わ
り
、
ま
ず
井
上
千
恵
子

さ
ん
が
主
宰
す
る
「
福
井
ア
ロ
ハ
・
レ

イ
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ス
タ
ジ
オ
」
の
先
生

５
人
に
、
優
雅
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
３
曲
を

踊
っ
て
い
た
だ
い
き
、
新
年
会
に
花
を
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そ
え
て
い
た
だ
い
た
。 

次
は
、
今
回
初
め
て
企
画
し
た
各
サ

ー
ク
ル
に
よ
る
出
し
物
で
、
６
つ
の
サ

ー
ク
ル
と
特
技
を
お
持
ち
の
お
二
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
た
演
出
で
出
し
物
を

演
じ
ら
れ
、
参
加
者
を
大
い
に
楽
し
ま

せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
最
初
は
、
音
楽
サ

ー
ク
ル
の
出
し
物
で
、
男
女
５
人
ず
つ

が
学
生
服
や
セ
ー
ラ
ー
服
を
ま
と
い
、

腕
を
組
み
な
が
ら
「
高
校
３
年
生
」
と

「
青
い
山
脈
」
歌
っ
た
。
あ
と
で
誰
そ

れ
の
学
生
服
や
セ
ー
ラ
ー
服
姿
が
一
番

似
合
っ
た
な
ど
と
話
し
合
う
楽
し
い
出

し
物
だ
っ
た
。
２
番
目
は
ダ
ン
ス
教
室

の
出
し
物
で
、
先
生
の
諏
訪
さ
ん
が

佐
々
木
さ
ん
と
組
ん
で
ま
ず
模
範
ダ
ン

ス
を
披
露
さ
れ
た
後
、
生
徒
ら
が
２
曲

ジ
ル
バ
と
ト
ロ
ッ
ト
を
踊
っ
た
。
３
番

目
は
村
瀬
さ
ん
の
手
品
で
、
た
く
さ
ん

の
手
品
を
見
事
な
手
さ
ば
き
で
披
露
さ

れ
、
拍
手
喝
采
さ
れ
た
。
４
番
目
は
ピ

ン
ポ
ン
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ピ
ン
ポ
ン
玉

の
ラ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
輸
送
ゲ
ー
ム
、
５

番
目
は
麻
雀
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
じ
ゃ
ん

け
ん
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
大
野
さ
ん
は
、

都
都
逸
と
は
何
か
を
解
説
し
つ
つ
、
三

味
線
を
奏
で
な
が
ら
、
自
作
の
都
都
逸

な
ど
を
披
露
さ
れ
た
。 

最
後
は
、
川
柳
同
好
会
の
昨
年
度
の

最
優
秀
句
の
披
露
で
、
同
好
会
の
中
で

選
ば
れ
た
７
つ
の
句
を
作
者
本
人
が
読

み
あ
げ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
応
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
手
芸
、
習
字
の
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
制
作
さ
れ
た
作
品
を
会
場
に

展
示
さ
れ
た
。
各
サ
ー
ク
ル
の
出
し
物

は
、
出
演
者
の
熱
が
入
っ
て
予
定
の
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
。
最
後

は
、
景
品
抽
選
で
、
運
営
委
員
が
用
意

し
た
景
品
を
籤
引
き
で
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
い
た
。
以
上
で
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
終
了
し
た
が
、
締
め
と
し
て
「
福

井
い
き
い
き
会
の
唄
」
と
「
星
影
の
ワ

ル
ツ
」
を
全
員
が
立
ち
上
が
っ
て
斉
唱

し
、
寺
岡
顧
問
の
閉
会
の
挨
拶
に
続
き
、

吉
岡
副
会
長
の
閉
会
宣
言
で
、
第
３
回

の
新
年
会
を
終
了
し
た
。 
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旅
行
会 世

話
役 

 

片
山 

弘
敏 

 

天
橋
立
バ
ス
旅
行 

日
時
：
２
０
１
４
年
９
月
２
日
（
火
） 

6
：
30 

出
発
、
18
：
45
帰
着 

参
加
者
： 

 

34
名
（
男
性
14
名
、
女
性
20
名
） 

世
話
役
： 

片
山
、
福
井
、
平
林 

費
用
：
７
，
０
０
０
円 

行
程
： 

福
井
駅
出
発
6
：
30
―
南
條
Ｓ
Ａ

（
朝
食
休
憩
）
―
敦
賀
か
ら
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
へ
ー
三
方
五
湖
Ｐ
Ａ
（
休
憩
）

―
綾
部
Ｐ
Ａ
（
休
憩
）
―
天
橋
立
着
―

徒
歩
、
モ
ノ
レ
ー
ル
に
て
山
頂
公
園
へ

10
：
10
頃
到
着
、
12
時
10
分
ー
下
山

後
智
恩
寺
で
祈
願
―
天
橋
立
ワ
イ
ナ
リ

ー
に
て
バ
イ
キ
ン
グ
昼
食
と
買
い
物

（
12
時
45
分
～
14
時
ま
で
―
つ
い
で

バ
ス
で
伊
根
に
移
動
し
、
遊
覧
船
で
の

伊
根
の
舟
屋
群
を
見
る
（
40
分
）
―
伊

根
出
発
―
お
菓
子
の
館
橋
立
で
お
土
産

購
入
―
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
か
ら
帰
途

に
つ
く
―
綾
部
Ｐ
Ａ
と
三
方
五
湖
Ｐ
Ａ

で
休
憩
―
車
内
映
画
鑑
賞
―
福
井
駅
戻

り
18
：
45
頃 

 

旅
行
詳
細
： 

出
発
： 

 

午
前
6
：
30
発
と
い
う
早
朝
出
発
に

も
か
か
わ
ら
ず
遅
刻
者
ゼ
ロ
で
全
員
福

井
駅
前
バ
ス
停
に
集
合
。
福
井
会
長
、

平
林
さ
ん
、
世
話
役
の
片
山
さ
ん
ら
が
、

出
発
前
の
参
加
者
確
認
、
名
札
配
布
、

旅
行
資
料
配
布
な
ど
さ
れ
た
あ
と
、
順

調
に
福
井
駅
を
出
発
。
天
候
は
、
晴
れ
、

残
暑
も
な
く
絶
好
旅
行
日
和
と
な
っ
た
。 

天
橋
立
ま
で
の
途
中
経
過
： 

鯖
江
で
大
橋
さ
ん
が
途
中
乗
車
、
南

條
Ｓ
Ａ
で
は
40
分
ほ
ど
の
休
憩
を
と

り
、
各
自
持
参
の
食
べ
物
な
ど
で
朝
食

を
す
ま
せ
た
。
つ
い
で
、
敦
賀
を
経
由

し
開
通
し
た
ば
か
り
の
舞
鶴
若
狭
自
動

車
道
に
入
る
が
、
こ
の
間
、
小
林
さ
ん

の
リ
ー
ド
で
童
謡
の
合
唱
し
旅
行
気
分

高
揚
さ
せ
た
。
大
橋
さ
ん
は
、
頭
の
体

操
だ
と
言
っ
て
、
ク
イ
ズ
問
題
を
出
し
、

正
解
を
聞
い
て
大
笑
い
し
た
。
バ
ス
は

右
手
に
三
方
五
湖
の
風
景
な
ど
を
見
な

が
ら
順
調
に
走
行
の
あ
と
、
三
方
五
湖

Ｐ
Ａ
に
到
着
し
15
分
ほ
ど
の
休
憩
を

と
っ
た
。 

こ
こ
か
ら
は
三
方
五
湖
の
ひ
と
つ
三

方
湖
が
眺
望
で
き
た
。
驚
い
た
の
は
こ

の
Ｐ
Ａ
の
ト
イ
レ
で
、
清
潔
さ
は
も
と

よ
り
洗
面
所
が
高
級
ホ
テ
ル
か
と
思
わ

れ
る
ほ
ど
の
つ
く
り
で
あ
っ
た
こ
と
で
、

話
を
伝
え
聞
い
た
方
々
が
、
用
た
し
も

せ
ず
見
物
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
三
方

五
湖
Ｓ
Ａ
を
出
発
し
た
あ
と
綾
部
Ｐ
Ａ

で
も
休
憩
を
と
り
、
一
路
天
橋
立
へ
向

か
い
、
９
時
45
分
過
ぎ
に
予
定
よ
り
早

く
天
橋
立
の
智
恩
寺
駐
車
場
に
到
着
し

た
。 

天
の
橋
立
観
光
： 

智
恩
寺
の
大
き
な
駐
車
場
で
バ
ス
を

降
り
て
か
ら
、
街
中
を
10
分
ほ
ど
歩
き

天
橋
立
の
眺
望
で
き
る
山
頂
公
園
行
き

の
モ
ノ
レ
ー
ル
乗
車
口
ま
で
歩
き
、
そ

こ
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
徐
々
に

眺
望
の
開
け
る
天
橋
立
の
全
景
を
見
な

が
ら
、
山
頂
公
園
に
到
着
。
時
刻
は
10

時
15
分
頃
で
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
、
天
橋
立
観
光
で
は
欠
か
せ

な
い
股
覗
き
を
し
て
、
天
に
登
る
竜
を

思
わ
せ
る
天
地
逆
転
の
風
景
を
楽
し
ん

だ
。
天
橋
立
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
を

撮
影
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
山

頂
公
園
で
は
、
約
１
時
間
40
分
ほ
ど
の

滞
在
時
間
が
あ
っ
た
。
大
学
に
入
る
ま

で
舞
鶴
で
中
・
高
校
生
時
代
を
過
ご
さ

れ
た
折
尾
さ
ん
が
、
遠
方
に
見
え
る
風

景
や
施
設
な
ど
を
説
明
さ
れ
る
の
を
聴

い
た
り
、
公
園
を
散
策
し
た
り
、
ベ
ン

チ
に
座
っ
て
歓
談
し
た
り
螺
旋
階
段
を

登
る
眺
望
台
か
ら
一
段
と
開
け
た
天
橋

立
の
眺
望
を
楽
し
ん
だ
り
し
た
。 
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下
山
時
は
、
ス
キ
ー
場
に
あ
る
よ
う

な
リ
フ
ト
を
利
用
さ
れ
た
方
も
多
か
っ

た
。
遮
る
も
の
の
な
い
リ
フ
ト
を
使
っ

た
下
山
は
、
心
地
よ
い
風
を
受
け
て
快

適
で
、
天
橋
立
の
眺
望
を
再
度
楽
し
む

ひ
と
時
と
な
っ
た
。 

天
の
橋
立
ワ
イ
ナ
リ
ー
： 

食
卓
を
囲
み
、
歓
談
し
な
が
ら
バ
イ

キ
ン
グ
式
の
昼
食
を
楽
し
ん
だ
。
マ
ン

ゴ
ー
ジ
ュ
ー
ス
が
美
味
し
か
っ
た
。 

伊
根
の
舟
屋
： 

遊
覧
船
も
予
定
よ
り
早
い
出
発
に
切

り
替
え
た
。
か
も
め
の
餌
を
用
意
し
て

乗
船
し
た
が
、
海
は
穏
や
か
で
揺
れ
も

少
な
く
、
ま
た
出
航
と
同
時
に
船
の
周

り
を
か
も
め
が
飛
び
交
い
乱
舞
し
た
。

船
に
並
走
す
る
か
も
め
や
鳶
な
ど
を
間

近
に
眺
め
て
自
然
を
満
喫
、
ま
た
、
伊

根
の
岸
辺
に
集
ま
っ
て
い
る
舟
屋
の
風

景
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
た
。 

帰
路
： 

車
中
で
は
、
懐
か
し
の
映
画
鑑
賞
会

の
世
話
役
朝
井
さ
ん
が
選
ん
だ
時
代
劇

（
黒
澤
明
監
督
の
椿
三
十
郎
）
を
上
映
、

そ
れ
を
鑑
賞
し
た
り
、
隣
席
の
人
と
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
い
る
う
ち
に

予
定
よ
り
1
時
間
近
く
も
早
く
福
井

駅
に
到
着
し
た
。 

 

京
都
旅
行 

日
時
： 

２
０
１
５
年
６
月
９
日
（
火
） 

6
：
30 

出
発
、
19
：
00
帰
着 

参
加
者
： 

 

34
名
（
男
性
14
名
、
女
性
20
名
） 

世
話
役
： 

片
山
さ
ん 

費
用
： 

８
，
５
０
０
円 

 

行
程
： 

福
井
駅
前
出
発
6
：
30
―
福
井
Ｉ
Ｃ

―
敦
賀
か
ら
は 

琵
琶
湖
西
岸
沿
い
の

国
道
１
６
１
号
線
入
り
、
途
中
道
の
駅

で
休
憩
後
。
大
津
経
由
で
京
都
高
台
寺

に
は
９
：
５０
に
到
着
。
高
台
寺
と
周
辺

を
見
学
。
昼
食
は
、
京
都
駅
前
の
新
都

ホ
テ
ル
に
て
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
。
⒔
：

30
に
ホ
テ
ル
を
出
て
、
次
の
建
仁
寺
を

見
学
。
14
：
30
に
建
仁
寺
を
後
に
し
て
、

お
土
産
店
井
筒
八
ツ
橋
追
分
店
に
立
ち

寄
り
、
福
井
駅
前
に
は
、
19
：
00
に
到

着
。 

 

旅
行
詳
細
： 

出
発
： 

 

福
井
駅
前
を
午
前
６
：
30
発
と
い
う

早
朝
出
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
も

遅
刻
者
ゼ
ロ
で
福
井
駅
前
バ
ス
停
に
集

合
。
順
調
に
福
井
駅
前
を
出
発
。
天
候

は
、
雨
上
が
り
の
曇
り
で
強
い
日
射
を

受
け
る
こ
と
も
な
く
、
良
い
旅
行
日
和

と
な
っ
た
。 

見
学
： 

高
台
寺
は
、
秀
吉
の
正
室
北
政
所
（
高

台
院
）
さ
ん
が
１
６
０
６
年
に
秀
吉
の

冥
福
を
祈
る
た
め
建
立
し
た
寺
院
で
あ

り
、
徳
川
家
康
の
計
ら
い
で
建
造
さ
れ

た
と
さ
れ
る
。
境
内
に
は
、
慶
長
10
年

（
１
６
０
５
年
）
の
建
設
当
時
か
ら
４

０
９
年
の
時
を
経
て
今
も
残
っ
て
い
る

霊
屋
（
重
要
文
化
財
）
が
あ
る
。
内
部

は
中
央
の
厨
子
に
大
随
求
菩
薩
（
だ
い

ず
い
ぐ
ぼ
さ
つ
）
像
を
安
置
し
、
向
か
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っ
て
右
の
厨
子
に
は
豊
臣
秀
吉
の
坐
像
、

左
の
厨
子
に
は
正
室
・
北
政
所
の
片
膝

立
の
木
像
が
そ
れ
ぞ
れ
安
置
さ
れ
て
い

る
。 高

台
寺
を
出
て
か
ら
、
右
手
の
坂
を

階
段
で
降
り
る
と
そ
こ
は
ね
ね
の
道
で
、

祇
園
の
舞
妓
さ
ん
二
人
が
人
力
車
で
降

り
て
来
る
の
に
出
会
っ
た
。
福
井
会
長

は
、
一
緒
に
写
真
を
撮
る
の
だ
と
い
っ

て
交
渉
し
た
ら
快
く
Ｏ
Ｋ
を
も
ら
え
、

記
念
の
写
真
が
撮
れ
て
喜
ん
だ
。
昼
食

は
京
都
駅
前
の
新
都
ホ
テ
ル
の
バ
イ
キ

ン
グ
料
理
で
、
豪
華
な
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
会
話
を
楽
し
ん
だ
。 

昼
食
の
後
は
、
建
仁
寺
を
参
拝
し
た
。

建
仁
２
年
（
１
２
０
２
年
）
の
建
設
で
、

京
都
で
最
古
の
禅
寺
で
あ
る
。
俵
屋
宗

達
作
の
風
神
雷
神
図
、
法
堂
天
井
の
畳

１
０
８
枚
分
の
双
龍
図
な
ど
を
鑑
賞
で

き
た
。 

帰
路
： 

井
筒
屋
八
つ
橋
追
分
店
に
よ
り
京
都

名
産
の
八
つ
橋
を
お
土
産
に
買
い
、
一

路
福
井
に
向
か
っ
た
。
朝
井
さ
ん
が
用

意
し
た
タ
ー
ザ
ン
の
漫
画
も
上
映
し
た
。 

 

富
山
旅
行
（海
王
丸
パ
ー
ク
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
） 

 

日
時
： 

２
０
１
５
年
10
月
６
日
（
火
） 

６
：
30 

出
発
、
19
：
30
帰
着 

参
加
者
： 

 

41
名
（
男
性
13
名
、
女
性
28
名
） 

世
話
役
： 

片
山
さ
ん 

費
用
：
８
，
０
０
０
円 

 

行
程
： 

福
井
駅
前
出
発
６
：
40
―
福
井
Ｉ
Ｃ

―
不
動
時
（
休
憩
）
―
ふ
く
お
か
カ
メ

ラ
９
：
00
―
海
王
丸
パ
ー
ク
（
自
由
散

策
）
10
：
30
―
山
藤
ぶ
ど
う
園
（
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
）
12
：
10
―
お
か
き
処
お
菓

子
蔵
14
：
25
―
砺
波
Ｉ
Ｃ
―
金
沢
森
本

Ｉ
Ｃ
―
シ
テ
ィ
ー
モ
ン
ド
金
沢
（
見
学
）

―
金
沢
西
Ｉ
Ｃ-

徳
光
Ｐ
Ａ
―
福
井
Ｉ

Ｃ
―
福
井
駅
東
口
18
：
10
着 

旅
行
詳
細
： 

福
井
駅
前
を
午
前
6
：
40
発
と
い
う

早
朝
出
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
も

遅
刻
者
ゼ
ロ
で
福
井
駅
前
バ
ス
停
に
集

合
。
世
話
役
の
片
山
さ
ん
が
、
出
発
前

の
参
加
者
確
認
、
旅
行
資
料
配
布
な
ど

さ
れ
た
あ
と
、
順
調
に
福
井
駅
前
を
出

発
。
天
候
は
、
快
晴
で
良
い
旅
行
日
和

と
な
っ
た
。 

富
山
に
入
っ
て
か
ら
、
第
１
の
立
ち

寄
り
先
で
あ
る
「
ふ
く
お
か
カ
メ
ラ
」

へ
入
館
。
写
真
機
が
開
発
さ
れ
た
こ
ろ

の
超
大
型
の
カ
メ
ラ
か
ら
、
高
根
の
花

だ
っ
た
ド
イ
ツ
製
の
カ
メ
ラ
、
国
産
の

カ
メ
ラ
な
ど
、
技
術
の
進
歩
の
跡
も
見

る
こ
と
が
出
来
た
。 

海
王
丸
パ
ー
ク
で
は
、
快
晴
の
す
が

す
が
し
い
空
気
の
中
、
天
皇
が
こ
ら
れ

る
予
定
と
の
こ
と
で
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
た
広
い
き
れ
い
な
広
場
か
ら
は
、
港

に
浮
か
ぶ
優
雅
な
帆
船
の
海
王
丸
が
見

え
て
き
た
。
海
王
丸
に
到
着
後
は
、
全

員
中
に
入
っ
て
じ
っ
く
り
船
内
設
備
や

船
上
か
ら
見
え
る
風
景
を
楽
し
ん
だ
。 

海
王
丸
は
、
見
学
用
に
だ
け
係
留
し

て
い
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
ま
だ
ま
だ

現
役
で
、
練
習
船
と
し
て
、
昨
年
も
ア

メ
リ
カ
ま
で
航
行
し
て
き
た
そ
う
だ
。

航
海
は
、
帆
船
と
し
て
の
運
航
と
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
機
関
に
よ
る
運
航

が
ほ
ぼ
同
じ
距
離
だ
っ
た
由
。 

海
王
丸
パ
ー
ク
を
出
て
か
ら
、
や
ま

ふ
じ
ぶ
ど
う
園
へ
。
こ
こ
で
は
、
副
社
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長
と
い
う
女
性
が
、
ワ
イ
ン
の
で
き
る

ま
で
を
、
丁
寧
に
詳
し
く
説
明
し
て 

下
さ
っ
た
。
ブ
ド
ウ
の
成
長
は
早
い
。

ブ
ド
ウ
を
収
穫
し
た
ら
、
枝
を
ほ
と
ん

ど
切
っ
て
し
ま
う
。
ブ
ド
ウ
の
房
も
、

米
粒
ほ
ど
の
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
た
後
、

数
日
で
ブ
ド
ウ
が
出
来
始
め
る
。
一
枝

に
ひ
と
房
に
な
る
よ
う
、
多
く
の
房
を

切
り
落
と
す
。 

ワ
イ
ン
の
製
造
工
程
を
見
学
後
、
い

よ
い
よ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
へ
。
ブ
ド
ウ
畑

の
木
の
下
で
、
た
く
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル

が
並
ん
で
い
て
、
ひ
と
テ
ー
ブ
ル
に
６

人
が
座
っ
て
牛
肉
、
豚
肉
、
野
菜
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
い
た
だ
い
た
。
も
ち
ろ

ん
、
や
ま
ふ
じ
ぶ
ど
う
園
製
の
ワ
イ
ン

を
飲
み
な
が
ら
。
中
で
も
、
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
甘
口
で
お
い
し
か
っ
た
。

各
自
た
く
さ
ん
の
、
ブ
ド
ウ
や
ワ
イ
ン

を
購
入
し
て
、
記
念
写
真
を
撮
り
、
ぶ

ど
う
園
を
後
に
し
た
。 

次
の
訪
問
場
所
は
、
お
か
き
処
で
、

背
後
の
工
場
で
作
り
多
種
類
の
お
か
き

を
賞
味
し
な
が
ら
購
入
し
た
。 

最
後
の
訪
問
先
は
、
中
村
さ
ん
の
御

尽
力
で
実
現
し
た
金
沢
市
内
の
元
ホ
テ

ル
を
改
造
し
た
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
、

１
時
間
を
超
す
見
学
と
な
っ
た
。
快
適

な
環
境
で
は
あ
る
が
、
運
営
費
用
の
負

担
が
多
く
、
室
内
に
収
容
場
所
（
押
入

れ
）
の
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
と
い
っ
た

問
題
も
感
じ
ら
れ
た
。 

福
井
帰
着
は
、
予
定
よ
り
１
時
間
20

分
遅
れ
の
午
後
７
時
30
頃
と
な
っ
た

が
、
良
い
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
海
王
丸

パ
ー
ク
や
、
ぶ
ど
う
園
な
ど
大
い
に
楽

し
め
た
総
勢
41
名
の
楽
し
い
バ
ス
旅

行
だ
っ
た
。 

 世
話
役
の
言
葉 


 

京
都
旅
行 

片
山 

弘
敏 

旅
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
片
山
弘

敏
で
す
。
福
井
い
き
い
き
会
の
会
員
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
、
何

を
テ
ー
マ
に
し
、
ま
た
、
何
に
興
味
を

持
っ
て
旅
に
出
る
の
か
、
い
ず
み
観
光

と
共
に
独
自
の
行
程
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
京
都
へ
の
旅
行
も
穴
場
も
し
く
は
、

あ
ま
り
訪
れ
て
い
な
い
場
所
を
探
し
ま

し
た
。
ね
ね
の
道
を
中
心
と
し
た
旅
と

し
、
昼
食
を
な
る
べ
く
前
回
と
違
う
内

容
の
新
京
都
ホ
テ
ル
の
バ
イ
キ
ン
グ
料

理
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
か
ら
は
、「
良
か
っ
た
！
」
と
声
を
か

け
ら
れ
る
と
苦
労
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た

な
あ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
最
後
ま
で

元
気
に
帰
っ
て
来
れ
て
満
足
し
て
い
ま

す
。
何
せ
、
ほ
と
ん
ど
80
才
に
近
い
人

ば
か
り
で
す
よ
！ 

 
 

富
山
旅
行 

 

片
山 

弘
敏 

今
度
の
旅
は
、
介
護
ホ
ー
ム
（
ジ
イ

ー
モ
ン
ド
金
沢
）
を
福
井
会
長
の
勧
め

で
行
程
の
中
に
入
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り

に
何
も
か
も
行
き
届
い
て
い
る
た
め
に
、

こ
れ
で
最
後
ま
で
い
い
の
か
な
あ
？
と

の
思
い
が
走
り
ま
し
た
。
そ
の
後
や
ま

ふ
じ
ブ
ド
ウ
園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。
行
っ
た
と
き
は
ブ
ド
ウ

狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
ワ
イ
ン
（
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
）
が
と
て
も
口
当
た
り
が
良

く
て
、
ず
い
ぶ
ん
皆
で
楽
し
く
飲
み
ま

し
た
。
あ
ま
り
飲
め
な
い
方
ま
で
も
顔

を
赤
ら
め
て
雰
囲
気
に
溶
け
込
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
感
性
を

皆
で
共
有
で
き
最
高
の
気
分
で
し
た
。

そ
の
分
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
ワ
ン
コ

イ
ン
（
５
０
０
円
）
を
徴
収
し
ま
し
た
。

今
日
一
日
最
大
ハ
ッ
ピ
ー
で
し
た
。
み

ん
な
で
元
気
で
楽
し
く
居
れ
ま
す
よ
う

に
！ 

ガ
ン
バ
ロ
ウ
！ 

 


